
重要
ご使用になる前に必ずこの取扱説明書をお読みに

なり、正しく安全にお使いください。

お読みになった後は、大切に保管してください。

取扱説明書
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警告表示について
本書では、次のような表示をしています。表示の内容をよく理解してから本文をお読みください。

     警告 この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を

負う可能性が想定される内容を示しています。

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性

が想定される内容および物的損害のみの発生が想定される内容を示して

います。

VCCI（電波障害自主規制）　
この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会(VCCI)の基準に基づくクラスB情報技術装置
です。この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますが、この装置がラジオやテレビジョ

ン受信機に近接して使用されると、受信障害を引き起こすことがあります。本書に従って正しい取り

扱いをしてください。

ただし、下記のことが守られず使用された場合は、保証いたしかねますのでご注意ください。

■ モニタの内部およびケーブルの改造はしないこと。
■ 電源コードは付属のものを使用すること。

ENERGY STAR®

当社はENERGY STAR® プログラムの参加事業者として、本製品がENERGY STAR®プログラムの基

準に適合していると判断します。

■ 本書の内容の一部または全部を無断転載することは固くお断りいたします。
■ 本書の内容については将来予告なしに変更することがあります。
■ 本書に記載した会社名，商品名は、各社の商標または登録商標です。
■ 本書は内容について万全を期して作成いたしましたが、万一誤りや記載もれなどお気付きの点が
ありましたら販売店までご連絡ください。

     注意
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1  安全にご使用いただくために

安全にご使用いただくために

ご使用になる前に、次の注意事>をよくお読みになり必ずお守りください。

     警告
万一、異常が発生したら

?が@る、変なAいやBがするなどのCDが発生したとき
は、すEに電源スイFGを切り、電源プラグをコンHン+
からIいて販売店またはイーJ*KービスHンターにL理
をごMNください。Oのまま使用するとPQやR電のST
となります。

キャビネットは外さない、改造しない

内部には電Uの高い部Vがあり、WXビネF+を2したり
改造するとPQやR電のSTとなります。
内部の点YやL理は販売店またはイーJ*KービスHン
ターにごMNください。

異物を入れない

モニタのZ[\などから内部に]属^や_えやすいものな
どのC物を`しabだり、cとしabだりしないでくださ
い。PQやR電または,障のSTとなります。特におd1
のいるご家庭ではご注意ください。
万一、C物が:ったときは、すEに電源スイFGを切り、
電源プラグをコンHン+からIいて販売店またはイーJ*
KービスHンターにご連絡ください。

花びんやコップをモニタの近くに置かない

eやOのfのgh、ijの:った容kをモニタの近くに置
かないでください。こlれたり、mに:った場合、PQや
R電または,障のSTとなります。
万一、eなどが:ったときは、すEに電源スイFGを切
り、電源プラグをコンHン+からIいて販売店またはイー
J*KービスHンターにご連絡ください。
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      警告
不安定な場所に置かない

Eらついたnのoやpいたqなどr安定な場qに置かない
でください。csたり、tれたりして、uがのSTとなり
ます。
vらでwVにx度がある安定した場qに置いてください。
万一、モニタをcとしたり、WXビネF+をy損した場合
は、すEに電源スイFGを切り、電源プラグをコンHン+
からIいて販売店またはイーJ*KービスHンターにご連
絡ください。Oのまま使用するとPQやR電のSTとなり
ます。

水のある場所で使わない

[z場などeが:ったり、{れたりする場qで使用しない
でください。PQやR電のSTとなります。

電源コードのアースリードを接地する

安全のため、必ず|ース.ード(}/}~)を接�してくださ
い。|ース接続は、電源プラグをコンHン+につなE前に
�ってください。また、|ースを2す場合は、電源プラグ
をコンHン+からIいてから�ってください。%�を��
えると、R電のSTとなります。

電源コードを傷つけない

電源コードのoに重いものをの�たり、モニタの下�きに
ならないようにしてください。また、無理に��たり、
引っ�ったり、加�したりしないでください。コードがy
損して、PQやR電のSTとなります。
コードが傷bだらすEに販売店またはイーJ*KービスH
ンターに��をごMNください。

雷が鳴りだしたら、電源プラグに触れない

R電のSTとなります。

安全にご使用いただくために  2
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3  安全にご使用いただくために

      注意
置き場所を選ぶ

次のような場qに置かないでください。PQやR電または
,障のSTとなることがあります。
����気や�こりの�い場q
���調理nや加�kのO�など�?や�気があたる場q
�����日�や�明�が�接'(にあたる場q
����k�の近く

通風孔をふさがない

次のような使い!はしないでください。
���Gル+スタンドをはずす。
���あお�uや�tし、�さまにする。
����し:れ、本�など[Zしの�い�まいqに�しa�。
��� ¡うたbや¢£のoに置く。
���テーブルクロスなどをかuる。
Z[\を¤さEと内部に�がこもり、PQのSTとなるこ
とがあります。[Zしをよくするために、モニタは¥¦か
ら10cm§o¨して置いてください。

移動させるときは、外部の接続コードをはずす

電源スイFGを切り、必ず電源プラグをコンHン+からI
き、信8ケーブルなどの接続コードをはずしたことを©ª
のo、«¬さ�てください。PQやR電のSTとなること
があります。

旅行などで長期間使わないときは、電源プラグを抜く

安全のため、必ず電源プラグをコンHン+からIいてくだ
さい。PQのSTとなることがあります。

コンピュータの上にモニタを置くとき

必ずコンピュータの取扱説明書などでx度を©ªしてくださ
い。コンピュータがy損するSTとなることがあります。
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      注意
プラグを持って抜く

電源コードや信8ケーブルをIくときは、コードを引っ�
らないでください。コードに傷がつき、PQやR電のST
となることがあります。必ずプラグの部Vを­ってIいて
ください。

ぬれた手で電源プラグにさわらないで

{れた$で電源プラグをIき`ししないでください。R電
のSTとなることがあります。

 安全にご使用いただくために  4

正しくご使用いただくために

目を大切に

'(の®置は、目の高さよりやや¯く、目から°40±60cmはなれたくらいが²やすくて³れま�
b。使用する部´はµす¶ると目が³れます。適度の明るさのmでご使用ください。また、長·�'

(を²続uると目が³れますので、1·�に10V¸度の¹ºをおすすめします。

故障ではありません

■ お使いのコンピュータによっては、'»がずれる場合があります。'(®置を正しく調&してご

使用ください。

■ ご使用¼期において、½Fクライ+の特性o、'(にGラつきが@ることがあります。この場合、

電源スイFGをいったb切り、¾度スイFGを:れなおしてご©ªください。

■ g¿モニタは、表示するÀや明るさによりÁÂなÃ点および�らが²えることがあります。

■ '(oにD·点Ä、または点Äしていない'ÅがÆ点ある場合があります。これは、g¿パネル

の特性によるものです。

■ g¿パネルの特性o長·�Ç '(を表示していると、'(表示を変えたときに前の'(のÈ»

(Éき付きのようなÊË)が発生する場合があります。この場合、下記のいずれかの!"でÌÍに
改Îされていきますが、改Îされないまま前の'»パターンが固定されてしまう可能性もありま

す。ご使用のÏにはwVご注意ください。

Ð'(の表示パターンを変える。

ÐÆ·�電源を切っておく。

■ 本製品に使用している½Fクライ+にはÑÒがあります。

'(がµくなったり、Gラついたり、点Äしないときは、販売店またはイーJ*KービスHンター

までおÓい合Ô�ください。�
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ご使用の前に
このたびは本製品をおÕいo�いただきÖにありがとうご×います。

ご使用になる前に本書をよく読bで正しくお使いください。なお、ØÆ機ÙをÚ�て記載しています

ので、01が一部CなるとこÛはOれÜれの機Ù名を明記しています。

本製品は、ÝUSBコネクタÞ付きのコンピュータに接続することによりßブとして機能しますが、
コンピュータのOSやBIOSの設定Ëàによっては¬作しないことがあります。この場合は、まずコ
ンピュータの取扱説明書を©ªしたり、コンピュータメーáー等におÓい合Ô�ください。

特長

◆ 51センチ（20.1インチ） TFTカラー液晶モニタ
◆ 最大1600×1200モードをサポート
◆ 広視野角高コントラストパネル採用

◆ エコノミーモード搭載
明るさを抑え消費電力を低減できます。

◆ 多彩なカラーコントロール機能搭載
国際標準規格sRGBに対応

◆ ガンマコントロール機能搭載
動画や自然画を見る際、黒沈みを抑え、メリハリのある画像を表示出来ます。

◆ デジタルスムージング機能搭載

◆ 調整の手間を軽減する自動調整機能

◆ プラグ&プレイ VESA DDC2B対応、
Windows® 95/98/2000/Me/XP対応

◆ 低電磁波・省電力設計
ProLite H510：TCO '03, MPR3適合, パワーマネージメント機能搭載
ProLite H510-B：TCO '99, MPR3適合, パワーマネージメント機能搭載

◆ 鮮明な画像を実現するデジタル入力(DVI-I)対応
◆ USB2.0 ハイスピードハブ機能搭載
◆ 90°回転機構搭載
◆ VESAマウント規格(100mm×100mm)対応

5  ご使用の前に

本製品をご使用になる前に、スタンド後部のストッパーピンを外
してください。その際、スタンド内部の!ネの"動が生じますの
で、モニタを#ててスタンド上部を$に%しながら、&っくりと
外してください。

ストッパーピン
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標準付属品

モニタ本hのfに、下記のものが全てâまれていることをご©ªください。

■ 電源コード*1 ■DVI-A信8ケーブル DV62*2, DV63*3�

■ DVI-D信8ケーブル DV67*2, DV68*3 ■USBケーブル SU43
■ ケーブルá½ー ■ インフォメーションCD
■ クイFクスター+ãイド ■ äーåー登録のごæ内
■ çè品éPivot® & Liquid View® software (CD)

Pivot®: '(�ê切ëìフ+íî|
Liquid View®: |イコンï大ìフ+íî|
CD-ROM内のjapanese.txtを参�してください。

'( *1 次のような場合は、Kðー+ñび保証の6ò2となります。
■付属§2の電源コードをお使いになる場合

■日本§2のóでお使いになる場合

Kðー+ñび保証の6ò2となることをごôõのoで日本§2でお使いになる場合は、

Oのóの安全規öに合った電源コードをご使用ください。

*2 ProLite H510 付属品
*3 ProLite H510-B 付属品

ご使用の前に  6
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7  ご使用の前に

前)

各部のなまえ

後)

÷ 電源インジケータ

~À点Äé ZD¬作· (ProLite H510)
øÀ点Äé ZD¬作· (ProLite H510-B)
ùÀ点Äé パ)ー*ネージメン+·

evÇ期信8、ú�Ç期信8のどsらか一!、もしくはû!が無くなった

場合、パ)ー*ネージメン+モードになります。

ü 電源スイFGýPOWERþ
ÿ AUTO!タンýAUTOþ
" プラス／ブライ+ネス調&!タンý#／      þ

$ *イ%ス／コン+ラス+調&!タンý&／      þ

' MENU!タンýMENUþ

( INPUT!タンýINPUTþ
) USB-UP
付属のUSBケーブルでUSB67コンピュータと接続します。

* USB-DOWN
USB67の*íスやWー!ードなど¥+機kからのケーブルを接続します。

, DVI-I 29ピンコネクタ (INPUT 2)
- DVI-I 29ピンコネクタ (INPUT 1)
. オプションビ/オ|0プタスロF+ (OPTIONAL VIDEO INPUT)
1 オプションスピーáー接続コネクタ (DC OUT)
2 電源コード接続コネクタ (AC IN)
3 主電源スイFG

4 5678ロFク用9ール

5678のため、モニタにロFクを取り付uることができます。

'(

'(
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ご使用の前に  8

コンピュータとの接続

     警告

     注意

■ 安全のため、必ず|ース.ードý}／}~þを接�してください。|ース接続

は、電源プラグをコンHン+につなE前に�ってください。また、|ースを2す

場合は、電源プラグをコンHン+からIいてから�ってください。%�を��え

ると、R電のSTとなります。

■ 信8ケーブルはご使用になるコンピュータによってCなります。誤った接続をす

るとモニタやコンピュータの,障のSTとなることがあります。

■ ¥+機k:の取り付uや取り2しを�う場合は、必ず電源プラグをコンHン+か

らIいて�ってください。R電や,障のSTとなることがあります。

÷ モニタおよびコンピュータの電源がÝOFFÞであることを©ªします。

ü 信8ケーブルをコンピュータに接続します。(P.29Ý信8:;コネクタのピン<=Þ参�þ
信8ケーブルのコネクタ部付属のネジをしっかりと;めてください。

ÿ USB機能を使用する場合は、USBケーブルをモニタとUSB67コンピュータに接続します。

"電源コードを電源コード接続コネクタに接続してから、コンHン+に接続します。このÏ、|ー

スの接続は必ず電源プラグをコンHン+につなE前に�ってください。

'(

[接続<]

■ 本製品は、ÝUSBコネクタÞ付きのコンピュータに接続することによりßブとして機能しま
すが、コンピュータのOSやBIOSの設定Ëàによっては¬作しないことがあります。この場
合は、まずコンピュータの取扱説明書を©ªしたり、コンピュータメーáー等におÓい合Ô
�ください。

■ USB2.0が¬作する環境がOÛっていない場合、USB1.1=�で¬作します。
■ パネルを回転さ�てê長にすると、ケーブル^が接続しやすくなります。

(P.11Ýパネルの回転!"Þ参�þ
■ ケーブルは、スタンド後部のá½ー内部にまとめることができます。ケーブルの<>!"
については次?ージを参�してください。

'(
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[*ーブルの+,-.]

÷ ケーブルをスタンド後部で@ねます。

ü 付属のケーブルá½ーをスタンド後部のAに`

しaみ、下!�にスライドさ�て取り付uま

す。

9  ご使用の前に

モニタB接続するコンピュータ コンピュータB

|0プタ等の品名をøÀで記載しています。

IBM
NEC PC98

DVI-A信8ケーブル*3 DV62/DV63
ý付属品þ

DVI-I
29ピンD-SUB

15ピン

DVI-A信8ケーブル*3

DV62/DV63
ý付属品þ

変�|0プタMAC
パーCNo.T985V003-30

変�|0プタPC98
パーCNo.242Z020-01

Macintosh*1

Macintosh

DVI-D 24ピン
または

DVI-I 29ピン*2

DVI-D信8ケーブル*4 DV67/DV68
ý付属品þ

'( *1  Macintoshと接続する場合はD用|0プタあるいはケーブルなどが必Eとなる場合があります。

*2  DVI-I 29ピン接続·は、/ジタル信8のみの67となります。

*3  |%ログ信8のみ67可能なケーブルです。

*4  /ジタル信8のみ67可能なケーブルです。

ビ/オ|0プタ ビ/オ:;が可能になります。
OVA1-2

NEC PC98

AT=�機ýDOS/Vþ

AT=�機ýDOS/Vþ
接続

D-SUB
9ニ15ピン

D-SUB
15ピン

DVI-A信8ケーブル*3

DV62/DV63
ý付属品þ

IBM

スピーáー モニタに取り付uることで、コンピュータやオー/Fオ機kからのBGを@;します。
ProLite H510é OSP1-1 / OSP1-2 (下付) ProLite H510-BéOSP1-1B / OSP1-2B (下付)

OSP2-1 / OSP2-2 (HI付) OSP2-1B / OSP2-2B (HI付)

保Jシー+ g¿パネルの表(を、Kれや傷から保Jします。
パーCNo.832Z001-05
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ご使用の前に  10

インフォメーションCDについて

/Windows
Windowsでご使用いただくÏは、CDをパìコンにHF+するとCDが自¬¾生します。

/Macintosh
Macintoshでご使用いただくÏは、CDをパìコンにHF+してもCDは自¬¾生しま�b。CD
内のÝindex.htmlÞフLイルをク.Fクしてください。

/動012

■インフォメーションCDはMicrosoft® Internet Explorer 5.5§oでM適Nされています。
■Netscape等では正しく表示されない場合がありますので、 予めごOôください。
■Linux環境での¬作保証はしておりま�b。インフォメーションCDをご使用いただくÏは、
Ýfor_Linux.txtÞフLイルをご参�ください。
■'(調&プログラムご使用のÏ、テス+パターン前(にメニュー'(が表示されない場合は、

ÝAltÞ#ÝTabÞWーを�し、PモニタGîFクQ'(を表示さ�てください。
■ご使用のパìコンにmacromedia®ÝFlash Player™Þがインス+ールされていない場合は、イ
ンフォメーションCDのオープニングR»をごSになることができま�b。インス+ールは
macromediaのKイ+からÝFlash PlayerÞを0íンロードして�ってください。
■ご使用のパìコンにAdobe®ÝAcrobat® Reader™Þがインス+ールされていない場合は、取
扱説明書をごSになることができま�b。インフォメーションCD内のÝ取扱説明書Þにある
ÝGet Acrobat ReaderÞでインス+ールを�ってください。

/34選5

インフォメーションCD起¬·のメニュー'(は、T語表示になっています。ÝSelect your
languageÞのプル0íンメニューからご使用のU語をVWしてごSください。

コンピュータの設定

■ 信8タイ9ング

本製品がKðー+しているおXみの解»度ýP.28Ý67信8タイ9ングÞ参�þに設定してくだ
さい。

■ Windows 95/98/2000/Me/XPプラグYプレイ67
本製品はVESA規öのDDC2Bに67しています。DDC2B67のコンピュータと本製品付属の信
8ケーブルで接続することにより、Windows 95/98/2000/Me/XPoでプラグYプレイ機能が¬
作します。このÏ、Windows 95/98/2000/Me/XP モニタインフォメーションフLイルのイン
ス+ールが必Eになる場合があります。インス+ール!"については、インフォメーションCD内
のÝインフォメーションフLイルÞをごSください。

'( MacintoshまたはUnixについては、�とbどの場合モニタドライ½は必Eありま�
b。Zしくは、コンピュータの取扱説明書を©ªしたり、コンピュータメーá等におÓ

い合Ô�ください。
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11  ご使用の前に

÷ パネルの高さをM大にしてください。

ü パネルを90[回転さ�ます。
�長\ê長é·]回り

ê長\�長é^·]回り

■ 無理に回転さ�ようとする

と、回転機_をy損するST

になります。

■ パネルをê長で使用するとき

は付属のPivot®  software
をご使用ください。

ÿ おXみの角度に調節してください。

'(

パネルの回転方法

90˚

35˚35˚

パネルの高さ／角度調節

6 調7の際、液晶パネル)を%さないでください。液晶パネルを89し、最:の場
合、液晶パネルが;れる<それがあります。

6 調7の際、スタンド=動部のスキ間に>を入れ
ないでください。*ガの?@となるAとがあり

ます。

■ g¿モニタは、正(から²る'(が一�き

れいに²えます。高さやpきを調節して、

²やすい®置でご使用ください。

■ 高さ調節や角度調節のÏは、パネルのHI

を­って�ってください。

■ 高さ調節`¦は120mm、角度調節`¦は
HI各35[、o!�35[、下!�5[で
す。

     注意

120mm

35˚
5˚
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操作手順

P.28のÝ67信8タイ9ングÞにて、MaのËàになるようにあらか め調&してありますが、接
続するコンピュータのÙ^により調&が必Eになる場合があります。Oのようなときは次の$%に

従って!タン#作を�ってください。

オンスク.ーン表示のb場@c設定U語はT語表示になっています。おXみによりU語をVWしてく

ださい。なお、ここでは日本語表示で説明しています。

BメニューCタンを%すと、画)にメニューが表示されます。プラスDマイEスCタン

でFージをGります。

H 調整したいアイコンがあるメニュー画)（Fージ）を表示し、メニューCタンを%しま
す。カーIルがアイコンのJに移動するので、プラスDマイEスCタンで調整するアイ

コンを選5します。

KLびメニューCタンを%し、プラスDマイEスCタンを使って調整や設定を行っていきます。

<え�ú�ðジションを調&したいときは、まずメニューé1の?ージを表示さ�、メニュー!タン
を�します。次にプラス／*イ%ス!タンで  ��  ýú�ðジションþをVWし、メニュー!タン
を�します。���

調&'(が表示されますので、プラス/*イ%ス!タンでおXみの'(に調&します。

■ 調&mに!タン#作をm8すると、Æd後にオンスク.ーン表示がeえます。

■ オンスク.ーン表示がeえるとÇ·に調&内容が記fされます。この�に電源を

ÝOFFÞしないでください。
■ クロFク，フîーg，ðジションの調&内容は、信8タイ9ングhに記fされます。こ

れ§2の調&>目については、全ての信8タイ9ングに6してiZの内容が記fされます。

1600 × 1200
H : 7 5 K H z   V : 6 0 H z

'(

+– 50
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13  #作$%

調整メニューの内容

メニュー'(を表示する$�をjき、次の!タン#作で�接調&'(に:ることができます。

k ブライ+ネスé メニュー'(を表示していない·に、ブライ+ネス調&!タンを�します。

k コン+ラス+é メニュー'(を表示していない·に、コン+ラス+調&!タンを�します。

k 自¬調&é AUTO!タンを�します。
k :;信8切りëえé INPUT!タンを�します。

ブライトネスブライトネスブライトネスブライトネスブライトネス/コントラスト調整の切りMえコントラスト調整の切りMえコントラスト調整の切りMえコントラスト調整の切りMえコントラスト調整の切りMえ

0イレク+調&m、ブライ+ネス調&!タンまたはコン+ラス+調&!タンを�してから°

5d§内にMENU!タンを�すと、ブライ+ネスとコン+ラス+の調&'(を�=に切りë
えることができます。

入力NO切りMえ（入力NO切りMえ（入力NO切りMえ（入力NO切りMえ（入力NO切りMえ（IN1 / IN2）））））
IN1とIN2の信8がÇ·に:;されている·、INPUT!タンを�すたびにIN1とIN2を�=に
切りëえることができます。

U語VWýLanguageþで日本語表示をVWした場合をlÀ、T語表示をVWした場合をøÀにて記
載しています。

'(
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1600 × 1200
H : 7 5 K H z   V : 6 0 H z

'(のËà／調&!タン

µす¶る

明るす¶る

mす¶る

xす¶る

コン+ラス+
Contrast

ブライ+ネス*1

Brightness

クロFク*2

Clock
n1や文oが
に bだり，sらついている

フîーg*2

Phase

evðジション
H-Position

Hによっている

Iによっている

ú�ðジション
V-Position

下によっている

oによっている

メニューにpる
Return to Menu áーìルがメニューé1にpります

メニュー：1
（アEログ入力）

調&>目

n1や文oが
に bだり，sらついている

|%ログ:;·

*1 µい部´などで使用していて'(がまqしい場合は、ブライ+ネスを調&してください。

*2 調&!"および$%については、P.21Ý'(の調&Þを参�してください。

0イレク+調&については、P.13Ý0イレク+調&Þを参�してください。
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1600 × 1200
H : 7 5 K H z   V : 6 0 H z

'(のËà／調&!タン

メニュー：2
（アEログ入力）

áラー調&
Color Temp.

Red

メニューにpる
Return to Menu áーìルがメニューé2にpります

調&>目

シXープネス
Sharpness

1±5ýìフ+\シXープþまで設定されています。
プラス!タンを�すとr%に«¬し、*イ%ス!タンを�すとs%
に«¬します。

1 2 3 4 5

■ sRGBとは、機k�のÀ¾týÀu、u度等þの�いを規定Ðv一したóÏ規öです。
■ sRGBでは、ブライ+ネス，コン+ラス+，ãン*w正，xコy9ーÐモードが固定z
となり調&できま�b。

'(

yー*ル yー*ル

ßイコン+ ßイコン+ラス+

0ーク 0ーク

ãン*w正
Gamma

mす¶る

xす¶る

6500K

sRGB

やや{みがかった9)イ+ý°6500Kþ

sRGBモードになります

Green
Blue

äーåー

モード1
モード2

½Fクライ+の明るさ°10%0íン
½Fクライ+の明るさ°50%0íン

xコy9ーÐモード
Economy Mode

オフ yー*ル'(

9300K ややøみがかった9)イ+ý°9300Kþ

áラー*+.Fクス
Color Matrix

Red C1

|くする

}くする

6500K やや{みがかった9)イ+ý°6500Kþ

Green C1

Blue C1

äーåー

9300K ややøみがかった9)イ+ý°9300Kþ

Red C2

Green C2

Blue C2
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1600 × 1200
H : 7 5 K H z   V : 6 0 H z

'(のËà／調&!タン

メニュー：3
（アEログ入力）

調&>目

OSD®置調&
OSD Position

す~ての調&をロFクしますオン

メニュー'(にpりますオフWーロFクモ&ド
Key Lock Mode

メニューにpる
Return to Menu áーìルがメニューé3にpります

OSDオフタイ*ー
OSD Off Timer 3±60dまでのOSDのオフタイ*ーを設定します

OSD回転
OSD Rotation メニュー'(をHに90�回転しますオン

y&*ル'(にpりますオフ

 パネルをê長ý90�回転þで使用する·に、ご使用ください。'(

WーロFクモードをオンすると解�できま�b。解�が必Eな場合はKービス*ンにおÓ
い合Ô�ください。

'(

HIを^転した'(を表示しますオン

yー*ル'(にpりますオフ�^転
H-Flipping

180�回転した'(を表示しますオン

yー*ル'(にpりますオフ180�回転
V-Flipping

1±5までオンスク.ーンの«¬®置が設定されていま
す。
プラス!タンを�すとr%に«¬し、*イ%ス!タ
ンを�すとs%に«¬します。

1 2 3 4 5
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1600 × 1200
H : 7 5 K H z   V : 6 0 H z

'(のËà／調&!タン

メニュー：4
（アEログ入力）

調&>目

U語VW
Language

.HF+
Reset

NO メニュー'(にpります

YES b場@c設定にpします

メニューにpる
Return to Menu áーìルがメニューé4にpります

自¬調&*2

Auto Set-up
NO メニュー'(にpります

YES クロFク,フîーg,ú�ðジション,evðジション
の4>目を自¬で調&します

調&mは'(が一�µくなり、��·�がかかります。ý°5dþ'(

*1 オプションビ/オ:;·のみ67します。Ý付録BÞを参�してください。
*2 この機能を正Dに¬作さ�るには、'(調&パターンを表示さ�る必Eがあります。調&!"

よび$%については、P.21Ý'(の調&Þを参�してください。
0イレク+調&については、P.13Ý0イレク+調&Þを参�してください。

:;信8切りëえ
Signal Select

IN1
IN2 R»をInput2:;に切りëえます

R»をInput1:;に切りëえます

フルスク.ーン
Full Screen

1 to 1 4é3のyー*ル'(表示
|ス?ク+

フル ï大表示

|ス?ク+�にï大表示

gーム
Zoom

Zoom In
Zoom Out

'(をï大します
pします

English T語表示

Deutsch ドイC語表示

Francais フランス語表示

Nederlands オラン0語表示

Svenska スíîー/ン語表示

Espanol ス?イン語表示

Italiano イタ.|語表示

ロシ|語表示

m文 m文表示

日本語 日本語表示

gームðイン+IB:«¬
gームðイン+HB:«¬

gームðイン+下B:«¬
gームðイン+oB:«¬

evðジション

ú�ðジション

S Video*1 R»をS ビ/オ:;に切りëえます
Video*1 R»をビ/オ:;に切りëえます
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1600 × 1200
H : 7 5 K H z   V : 6 0 H z

'(のËà／調&!タン

メニュー：1
（デジタル入力）

áラー調&
Color Temp.

Red

メニューにpる
Return to Menu áーìルがメニューé1にpります

調&>目

シXープネス
Sharpness

1±5ýìフ+\シXープþまで設定されています。
プラス!タンを�すとr%に«¬し、*イ%ス!タンを�すとs%
に«¬します。

1 2 3 4 5

■ sRGBとは、機k�のÀ¾týÀu、u度等þの�いを規定Ðv一したóÏ規öです。
■ sRGBでは、ブライ+ネス，コン+ラス+，ãン*w正，xコy9ーÐモードが固定z
となり調&できま�b。

'(

yー*ル yー*ル

ßイコン+ ßイコン+ラス+

0ーク 0ーク

ãン*w正
Gamma

mす¶る

xす¶る

6500K

sRGB

やや{みがかった9)イ+ý°6500Kþ

sRGBモードになります

Green
Blue

äーåー

モード1
モード2

½Fクライ+の明るさ°10%0íン
½Fクライ+の明るさ°50%0íン

xコy9ーÐモード
Economy Mode

オフ yー*ル'(

µす¶る

明るす¶る

mす¶る

xす¶る

コン+ラス+
Contrast

ブライ+ネス*
Brightness

*  µい部´などで使用していて'(がまqしい場合は、ブライ+ネスを調&してください。

0イレク+調&については、P.13Ý0イレク+調&Þを参�してください。

9300K ややøみがかった9)イ+ý°9300Kþ
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1600 × 1200
H : 7 5 K H z   V : 6 0 H z

メニュー：2
（デジタル入力）

'(のËà／調&!タン調&>目

OSD®置調&
OSD Position

す~ての調&をロFクしますオン

メニュー'(にpりますオフWーロFクモ&ド
Key Lock Mode

メニューにpる
Return to Menu áーìルがメニューé2にpります

OSDオフタイ*ー
OSD Off Timer 3±60dまでのOSDのオフタイ*ーを設定します

OSD回転
OSD Rotation メニュー'(をHに90�回転しますオン

y&*ル'(にpりますオフ

 パネルをê長ý90�回転þで使用する·に、ご使用ください。'(

WーロFクモードをオンすると解�できま�b。解�が必Eな場合はKービス*ンにおÓ
い合Ô�ください。

'(

HIを^転した'(を表示しますオン

yー*ル'(にpりますオフ�^転
H-Flipping

180�回転した'(を表示しますオン

yー*ル'(にpりますオフ180�回転
V-Flipping

1±5までオンスク.ーンの«¬®置が設定されていま
す。
プラス!タンを�すとr%に«¬し、*イ%ス!タ
ンを�すとs%に«¬します。

1 2 3 4 5
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1600 × 1200
H : 7 5 K H z   V : 6 0 H z

メニュー：3
（デジタル入力）

'(のËà／調&!タン調&>目

U語VW
Language

.HF+
Reset

NO メニュー'(にpります

YES b場@c設定にpします

メニューにpる
Return to Menu áーìルがメニューé3にpります

0イレク+調&については、P.13Ý0イレク+調&Þを参�してください。

:;信8切りëえ
Signal Select

IN1
IN2 R»をInput2:;に切りëえます

R»をInput1:;に切りëえます

フルスク.ーン
Full Screen

1 to 1 4é3のyー*ル'(表示
|ス?ク+

フル ï大表示

gーム
Zoom

Zoom In
Zoom Out

'(をï大します
pします

English T語表示

Deutsch ドイC語表示

Francais フランス語表示

Nederlands オラン0語表示

Svenska スíîー/ン語表示

Espanol ス?イン語表示

Italiano イタ.|語表示

ロシ|語表示

m文 m文表示

日本語 日本語表示

gームðイン+IB:«¬
gームðイン+HB:«¬

gームðイン+下B:«¬
gームðイン+oB:«¬

evðジション

ú�ðジション

S Video* R»をS ビ/オ:;に切りëえます
Video* R»をビ/オ:;に切りëえます

* オプションビ/オ:;·のみ67します。Ý付録BÞを参�してください。

áラー*+.Fクス
Color Matrix 6500K やや{みがかった9)イ+ý°6500Kþ

äーåー

9300K ややøみがかった9)イ+ý°9300Kþ

|ス?ク+�にï大表示

Red C1

|くする

}くする

Green C1

Blue C1

Red C2

Green C2

Blue C2
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画面の調整

■ 本製品での'(調&とは、お使いのコンピュータシステムに合Ô�'(の®置を調&したり、表

示されるn1や文oのに み、sらつきをMÂ�に調&することをいいます。

■ 本製品に�載されているg¿パネルは、1600�1200の解»度の·にM高の性能が発�できるよう
設]されています。1600�1200��の解»度では、自¬的にï大表示モードとなり、g¿パネル
本来の性能は発�できま�bので、ZDは1600�1200の解»度で使用することをおすすめします。

■ ï大表示モードでは'(ï大処理の��o、表示される文oがlやuたり、>が部V的に�くな

ります。

■ コンピュータの/Fスプレイドライ½によっては、'(の®置、¥波ÆのÁ調&ができるものがあります

が、正Dに表示できなくなる可能性がありますので、Á調&は本製品Bの調&機能を使用してください。

■ 調&は、電源をÝONÞにして30V§o�ってから�ってください。
■ 自¬調&は解»度や'»のタイ9ングにより、Á調&が必Eな場合があります。

■ '(調&パターン§2では、自¬調&が正Dに機能しない場合があります。Oのようなときは$

¬で調&を�ってください。

本製品には、'(の調&!"としてクロFク，フîーg，ðジションを自¬で�う!"と、�Íの調

&を$¬で�う!"があります。�しくコンピュータを接続したときや解»度を変更した場合は、ま

ず自¬調&を�います。Oれでも文oのに みやsらつき、ðジションずれがある場合は$¬でÁ調

&を�います。

いずれも付属のインフォメーションCDに�録されているÝ'(調&プログラムÞを起¬して調&を
�います。

次の$%に従い調&を�ってください。本書では、Windows 95/98/2000/Me/XPを基準に説明してい
ます。

B インPQメーRSンCDのT画)調整プログラムUをV動します。
H <使いのモニタのW像Xを選5すると、調整パターンが表示されます。

表示�

[調&パターン]

�l�本おきパターン

�l�6�調パターン

áラー½ー

21  #作$%
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'( ■ クロFクを調&m、調&パターンのH�が表示��のH�からずれてしまう場合は、ク
ロFクとevðジションを�=に調&してください。

■ クロFク調&は�l一本おきパターンに注目し、ê�Ëのyイgが無くなるよう調&す
るのも一つの!"です。

■ クロFク, evðジション, ú�ðジションを調&m、'(が一��れることがありま
すが、,障ではありま�b。

■ クロFクを調&しても表示��に�まらない場合は、ÿからもう一度調&を�ってくださ
い。

■ フîーgを調&しても'(の一部Vに�どくに みやsらつきがÈる場合、クロFクが
正©に調&されていない可能性があります。$からもう一度調&を�ってください。
Oれでもに みやsらつきがÈる場合、コンピュータの.フレFシュレー+を¯く
ý60Hzþ設定し、ÿから調&を�ってください。

■ フîーgを調&m、evðジションがずれてしまう場合は、フîーg調&を�えてから
evðジションにて調&してください。

Y Z黒一本<きパターンに注目し、[\]のノイ^、にじみ、_らつきが最`aになるb
c、調整メニューのPdー^にて調整します。

K 自動調整Cタンを%します。

e 自動調整を行っても画)の_らつきやにじみ、ポジRSンずれがある場合は、f$の手
gで手動調整を行います。

h 調整メニューのiロッiにて調整パターンのjkが表示lmのjnにくるbc調整します。

o 画)調整プログラムのTp置Uを選5し、調整メニューの水qポジRSン, rsポジ
RSンにてiロスハッチパターンの上$tjkが表示lmに入るbc調整します。
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■ パ)ー*ネージメン+モードでも電;をe�しています。��や��などモニタを使用し

ないときは必ず電源スイFGを切り、rEな電;e�を uてください。

■ evまたはú�Ç期信8がOFFになっているにも�Ôらずビ/オ信8が@;されているコ
ンピュータについては、パ)ー*ネージメン+機能が正Dに¬作しない場合があります。

パワーマネージメント機能

本製品のパ)ー*ネージメン+機能は、ENERGY STAR® , VESA DPMSOれÜれのj電;に�
する規öに67しており、一定·�コンピュータを使用しないときにモニタのe�電;を自¬的に

¡えることができます。この機能はVESA DPMSに67したコンピュータと接続して使用される
場合のみ機能し、次のモードを¢えています。モードの·�設定等はコンピュータBで�います。

パワーマネージメントモードパワーマネージメントモードパワーマネージメントモードパワーマネージメントモードパワーマネージメントモード

コンピュータからのevÇ期信8/ú�Ç期信8のどsらか一!、またはevおよびú�Ç期信8
がOFFËàになるとパ)ー*ネージメン+モードýe�電; 4W§下þとなり、'(がµくなる
とともに電源インジケータがùÀに点Äします。このËàで*íスまたはWー!ードを#作する

と、'(はÆd後に表示されZD¬作Ëàにpります。

'(

u 最後に、画)調整プログラムのT明るさUを選5し、調整メニューのブライトネス, コ
ントラストにて、調整パターン$部のZ黒16v調が見えるbc、目がwれないxXの
明るさ、y合いに調7します。
Tz{Uをiリッiしてプログラムをz{させてください。

23  #作$%
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故障かなと思ったら

Ý,障かな£Þと-ったら次の%�で調~てみてください。

1. Ý #作$%Þに従いÊËに合Ô�て調&してみてください。なお、R»が@ない場合は2:¤b
でください。

2. 調&>目にない、または調&してもÊËが解eされない場合は次のGîFクをしてみてください。
3. もしここに記載されていないようなÊËが起こったり、記¥ZりのGîFクをしてもÊËがeえ
なかったときは、モニタの使用をm8し電源プラグをコンHン+からIいて、おÕいo�になっ
た販売店またはイーJ*KービスHンターにご連絡ください。

¦ コンピュータの信8タイ9ングがモニタの01に合っていますか£

¦ コンピュータのR»@;レ§ルがモニタの01に合っていますか£

¦ 電源電Uは正Dですか£

� タコ¨<>はやめてください。

¦ コンピュータの信8タイ9ングがモニタの01に合っていますか£

" '(が明るす¶る

���／µす¶る

$ '(が©れる

÷ R»が@ない

(インジケータ点Ä�ず)

ÊË

(インジケータ~À/øÀ)

(インジケータùÀ)

ü '(が�れている

ÿ '(の®置がª«って

いる

GîFクðイン+

¦ 電源コードが©¬に接続されていますか£

¦ 電源スイFGがÝONÞされていますか£�
¦ 電源コンHン+に電気がきていますか£ hの機kで©ªしてください。

¦ ブランクスク.ーンHー½ーが作¬mではありま�bか£ *íスや
Wー!ードを­ってみてください。

¦ ブライ+ネスおよびコン+ラス+がMÂになっていま�bか£

¦ コンピュータの電源は:っていますか£

¦ 信8ケーブルが©¬に接続されていますか£

¦ コンピュータの信8タイ9ングがモニタの01に合っていますか£

¦ パ)ー*ネージメン+Ëàではありま�bか?
� *íスやWー!ードを­ってみてください。

¦ :;信8のVWは合っていますか£

� :;信8切り�えを�ってみてください。

¦ コンピュータの電源は:っていますか£

¦ 信8ケーブルが©¬に接続されていますか£

¦ コンピュータの信8タイ9ングがモニタの01に合っていますか£

¦ 信8ケーブルが©¬に接続されていますか£

¦ コンピュータの信8タイ9ングがモニタの01に合っていますか£�

¦ コンピュータのR»@;レ§ルがモニタの01に合っていますか£

,障かなと-ったら  24
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クリーニング

6 万一、モニタ内部に異物または水などの液|が入ったときは、す}に電源スイッ

チを切り、電源プラグをコンセントから抜いて~��またはイー�マサービスセ

ンターにご��ください。そのまま使用すると��や�電または故障の?@とな

ります。

6 安�のため、�ず電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いて行っ

てください。�電の?@となるAとがあります。

■ g¿パネル表(は傷つきやすいので、®い物でこすったり、�っかいたりしない

でください。

■ WXビネF+やg¿パネルを¯めないために、次のijは使用しないでください。

■ WXビネF+に°ムやビニール製品などを長·�接­さ�たままにしないでくだ

さい。変±したり、²³がは�るなどのSTとなります。

´らかい¢をµいm性¶jでÔずかに�ら�てKれをcとしてください。Oの後

·いた´らかい¢で¸いてください。

定期的に´らかい¢でやさしく¸いてください。テFFシュ?ーパー等で¸くと

傷が:る¹れがありますので、使用しないでください。

Ðシン%ー��Ðスプレーク.ー%ー

Ð§ンジン��Ð)Fクス

Ðº»j���Ð¼性、|ルá.性のij

'(

液晶パネル

キャビネット

     警告

     注意

25  ク.ーニング
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付録 A
01および2½は改aのため、予告なく変更することがあります。

一般仕様

a-Si TFT |クテFブ*+.Fクスg¿

パネル

M大表示À

¾¿¥波Æ

解»度

プラグYプレイ機能

:;Ç期信8

:;R»信8

ドF+クロFク

25msýl\�\lþ
1677万À

1600�1200ýM大þ，2MegaPixels

VESA DDC2BTM

Hパレー+Ç期é  TTL，正À性/負À性
コンðジF+Ç期éTTL，正À性/負À性
シンクÐオンÐグ.ーンé0.3Vp-p，負À性�

162MHzýM大þ

Kイg

7ÁÂ度

'ÅピFG

Ã¬!Ä

234", 重Å
角度調節`¦

信8:;コネクタ /ュ|ルDVI-I29ピンコネクタ

視Æ角

:;電源
e�電;

M大表示`¦

70WýM大þ パ)ー*ネージメン+モード·é4WýM大þ*

Ç度

コン+ラス+�

AC100±230V  50/60Hz  0.7±0.35A

o下HI各85�ý標準þ�

|%ログé0.7Vp-pý標準þ，75È，正À性
/ジタルéDVI(/ジタルビジュ|ルインターフîイス規öRev.1.0)準É

環境ÊË ¬作·のÌ度é �
��·のÌ度é
�度ý&20±50Í��·þé
�度ý50±60Í·þé

5±35Í
&20±60Í

20±85ÎýÏÐなきことþ
20±55ÎýÏÐなきことþ

適合規ö TCOÑ03 (ProLite H510), TCOÑ99 (ProLite H510-B), CE, TUV-GS/
MPR3(prEN50279)/ISO 13406-2, FCC-B, UL/C-UL, VCCI-B

'( * USB/オプションスピーáー/オー/Fオ機k�接続·。

USB規ö
コネクタ3Ë

RevÒ2.0/1.1適合  Hルフパ)ードßブ
Upstreaméシ.ーgB，Downstream(¥+機kB)éシ.ーgA
1Upstream(コンピュータB)，4Downstream(¥+機kB)USB内Óðー+Æ

HI各35� o!�35�下!�5�

6角é51cm/20.1Ô
ev 0.255mm�ú� 0.255mm
250cd/m2ý標準þ

600é1ý標準þ

evé24.0±80.0kHz�ú�é56±85Hz

evé408mm�ú�é306mm

466� 421±541� 241ýÕ�高�Ö�þmm，9.5kg
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外形寸法図

466mm
410.5mm

 308.5m
m

344mm

379m
m

77mm

42
1m

m
(5

41
m

m
)

24
1m

m

ý�þ: 高さ調節M大·

27  付録 A
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対応信号タイミング

ビ/オモード

VGA TEXT

Macintosh

ev¥波Æ

31.469kHz
37.861kHz
37.500kHz
43.269kHz
35.156kHz
37.879kHz
48.077kHz
46.875kHz
53.674kHz
48.363kHz
56.476kHz
60.023kHz
68.677kHz
67.500kHz
63.981kHz
79.976kHz
61.750kHz
75.000KHz
31.469kHz
37.927kHz
35.000kHz
49.725kHz
60.150kHz
24.827kHz
61.846kHz

ú�¥波Æ

59.940Hz
72.809Hz
75.000Hz
85.008Hz
56.250Hz
60.317Hz
72.188Hz
75.000Hz
85.061Hz
60.004Hz
70.069Hz
75.029Hz
84.997Hz
75.000Hz
60.020Hz
75.025Hz
50.000Hz
60.000Hz
70.087Hz
85.039Hz
66.667Hz
74.500Hz
74.720Hz
56.424Hz
66.004Hz

VESA

640�480

720�400

640�480
832�624

640�400PC9801

1152�864

1280�1024

1024�768

VGA

SVGA

XGA

SXGA

ドF+クロFク

25.175MHz
31.500MHz
31.500MHz
36.000MHz
36.000MHz
40.000MHz
50.000MHz
49.500MHz
56.249MHz
65.000MHz
75.000MHz
78.750MHz
94.500MHz

108.000MHz
108.000MHz
135.000MHz

  132.390MHz
  162.000MHz

28.322MHz
35.500MHz
30.240MHz
57.283MHz
80.000MHz
21.053MHz
94.500MHz

×

×

×

×

×

×

×

×SUN66 1152�900

800�600

1024�768

×のタイ9ングはDVIに67しておりま�b。'(

1600�1200UXGA
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信号入力コネクタのピン配列

■ DVI-I 29ピンコネクタ

18

T.M.D.S Data2&
T.M.D.S Data2+
T.M.D.S Data2/4接�

クロFクライン(SCL)*
/ータライン(SDA)*

:;信8

T.M.D.S Data1+

16

12
13
14
15

11
10

PIN :;信8

9

T.M.D.S Data1/3接�

17

8
7

1
2
3
4
5
6

T.M.D.S Data0+
T.M.D.S Data0/5接�
NC
NC

C3
C4
C5

C2

20
21
22
23
24
C1

19

T.M.D.S Data1&

Hot Plug Detect
T.M.D.S Data0&

T.M.D.S Clock+
T.M.D.S Clock&
|%ログ{

|%ログ~

|%ログø

|%ログevÇ期

|%ログ接�

NC
NC

|%ログú�Ç期

NC
NC
+5V Power
接�

T.M.D.S Clock接�

PIN

DVI-I

16

17 24

1

9

8 C1 C2

C3 C4
C5

*VESA DDC規öに準É

29  付録 A
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付録 B  30

付録 B
�プRSンビデ�入力�

Aのメニューは、�プRSンビデ�ア�プタが�り�けられたときのみ表示されます。

|%ログ//ジタル:;設定からビ/オ:;:は自¬的に切りëりま�b。メニューの:;信8切り
ëえ、またはINPUT!タンにて切りëえてご使用ください。(パ)ー*ネージメン+·はMENU!タ
ンを�すと:;信8切りëえ'(が表示されます。)

メニュー'(を表示する$�をjき、次の!タン#作で�接調&'(に:ることができます。

k ブライ+ネスé メニュー'(を表示していない·にブライ+ネス調&!タンを�します。

k コン+ラス+é メニュー'(を表示していない·にコン+ラス+調&!タンを�します。

k :;信8切りëえé INPUT!タンを�します。
k R»ロFクé メニュー'(を表示していない·にAUTO!タンを�します。

ブライトネスブライトネスブライトネスブライトネスブライトネス/コントラスト調整の切りMえコントラスト調整の切りMえコントラスト調整の切りMえコントラスト調整の切りMえコントラスト調整の切りMえ

0イレク+調&m、ブライ+ネス調&!タンまたはコン+ラス+調&!タンを�してから°

5d§内にメニュー!タンを�すと、ブライ+ネスとコン+ラス+の調&'(を�=に切りë
えることができます。

�像ロッi�像ロッi�像ロッi�像ロッi�像ロッi

メニュー'(を表示していない·にAUTO!タンを�すと、ØNow, Frame was
Locked.Ùが表示され、'(に表示されているR»をロFクすることができます。もう一度
AUTO!タンを�すと解�されます。

'(
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31  付録 B

NTSC
H : 1 5 . 7 K H z   V : 6 0 H z

'(のËà／調&!タン

メニュー：1
（ビデ�入力）

áラー調&
Color Temp.

Red

メニューにpる
Return to Menu áーìルがメニューé1にpります

調&>目

■ sRGBとは、機k�のÀ¾týÀu、u度等þの�いを規定Ðv一したóÏ規öです。
■ sRGBでは、ブライ+ネス，コン+ラス+，ãン*w正，xコy9ーÐモードが固定z
となり調&できま�b。

'(

yー*ル yー*ル

ßイコン+ ßイコン+ラス+

0ーク 0ーク

ãン*w正
Gamma

mす¶る

xす¶る

6500K

sRGB

やや{みがかった9)イ+ý°6500Kþ

sRGBモードになります

Green
Blue

äーåー

µす¶る

明るす¶る

mす¶る

xす¶る

コン+ラス+
Contrast

ブライ+ネス*
Brightness

*  µい部´などで使用していて'(がまqしい場合は、ブライ+ネスを調&してください。

0イレク+調&については、P.30Ý0イレク+調&Þを参�してください。

Àがµい

Àが|い

áラー
Color

Àあい
Hue

ÀがÚがかっている

Àが~がかっている

9300K ややøみがかった9)イ+ý°9300Kþ
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NTSC
H : 1 5 . 7 K H z   V : 6 0 H z

'(のËà／調&!タン

メニュー：2
（ビデ�入力）

メニューにpる
Return to Menu áーìルがメニューé2にpります

調&>目

シXープネス
Sharpness

モード1
モード2

½Fクライ+の明るさ°10%0íン
½Fクライ+の明るさ°50%0íン

xコy9ーÐモード
Economy Mode

オフ yー*ル'(

'±調&
Picture Quality

:;ìース
Input Source

ZDはこの設定でご使用ください。

接続するR»機kによっては表示'(が�がったり、©れたるすることがあります。Oの場

合は設定を変更してみてください。また、TVÛÜや傷bだビ/オテープの信8を:;した
場合、正Dに表示できないことがあります。

'(

DVD
VCR 表示'(が�がったり、©れたりする場合はこの設定

にしてご使用ください。

1±5ýìフ+\ク.|þまで設定されています。
プラス!タンを�すとr%に«¬し、*イ%ス!タンを�すとs%
に«¬します。

1 2 3 4 5

'(が!ケている

'(がåラåラしている

áラー*+.Fクス
Color Matrix 6500K やや{みがかった9)イ+ý°6500Kþ

äーåー

9300K ややøみがかった9)イ+ý°9300Kþ

Red C1

|くする

}くする

Green C1

Blue C1

Red C2

Green C2

Blue C2
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NTSC
H : 1 5 . 7 K H z   V : 6 0 H z

'(のËà／調&!タン

メニュー：3
（ビデ�入力）

調&>目

OSD®置調&
OSD Position

す~ての調&をロFクしますオン

メニュー'(にpりますオフWーロFクモ&ド
Key Lock Mode

メニューにpる
Return to Menu áーìルがメニューé3にpります

OSDオフタイ*ー
OSD Off Timer 3±60dまでのOSDのオフタイ*ーを設定します

OSD回転
OSD Rotation メニュー'(をHに90�回転しますオン

y&*ル'(にpりますオフ

 パネルをê長ý90�回転þで使用する·に、ご使用ください。'(

WーロFクモードをオンすると解�できま�b。解�が必Eな場合はKービス*ンにおÓ
い合Ô�ください。

'(

HIを^転した'(を表示しますオン

yー*ル'(にpりますオフ�^転
H-Flipping

180�回転した'(を表示しますオン

yー*ル'(にpりますオフ180�回転
V-Flipping

1±5までオンスク.ーンの«¬®置が設定されていま
す。
プラス!タンを�すとr%に«¬し、*イ%ス!タ
ンを�すとs%に«¬します。

1 2 3 4 5
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NTSC
H : 1 5 . 7 K H z   V : 6 0 H z

'(のËà／調&!タン

メニュー：4
（ビデ�入力）

調&>目

U語VW
Language

.HF+
Reset

NO メニュー'(にpります

YES b場@c設定にpします

メニューにpる
Return to Menu áーìルがメニューé4にpります

0イレク+調&については、P.30Ý0イレク+調&Þを参�してください。

:;信8切りëえ
Signal Select

IN1
IN2 R»をInput2:;に切りëえます

R»をInput1:;に切りëえます

フルスク.ーン
Full Screen

1 to 1 4é3のyー*ル'(表示
|ス?ク+

フル ï大表示

|ス?ク+�にï大表示

gーム
Zoom

Zoom In
Zoom Out

'(をï大します
pします

English T語表示

Deutsch ドイC語表示

Francais フランス語表示

Nederlands オラン0語表示

Svenska スíîー/ン語表示

Espanol ス?イン語表示

Italiano イタ.|語表示

ロシ|語表示

m文 m文表示

日本語 日本語表示

gームðイン+IB:«¬
gームðイン+HB:«¬

gームðイン+下B:«¬
gームðイン+oB:«¬

evðジション

ú�ðジション

S Video R»をS ビ/オ:;に切りëえます
Video R»をビ/オ:;に切りëえます

ÛÜ!Ä
Color System

自¬ ÛÜ"Äを自¬的に切りëえます。ZDはこの設定
でご使用ください。

NTSC ÛÜ"ÄをNTSCにx制的に切りëえます。
PAL ÛÜ"ÄをPALにx制的に切りëえます。
SECAM ÛÜ"ÄをSECAMにx制的に切りëえます。
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�プRSンビデ�入力の��

* 一部67していない!Äもあります。

:;R»信8 ビ/オ*é NTSC, PAL, SECAM

信8:;コネクタ RCAピンジXFク
S R»�d

'(

パワーマネージメント機能

本製品を使用してビ/オ:;に67している場合でもパ)ー*ネージメン+機能はÝÞです。ビ/

オ機kからの信8がなくなると、パ)ー*ネージメン+モードýe�電; 4Wþとなり、電源イン
ジケータがùÀに点Äします。このËàでビ/オ機kから信8が:;されると、Æd後に'(は表

示されZD¬作Ëàにpります。

35  付録 B


